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研究成果の概要（和文）： 

北太平洋沿岸河川に広く分布するイワナ属魚類（オショロコマとイワナ）を対象に、分布

域を網羅するサンプリングをおこない、複数の遺伝子マーカーを用いた集団遺伝学的解析

を実施した。その結果、北海道や日本海周辺河川に生息するオショロコマは古い系統分化

の歴史をもち、他のオショロコマ系統と比べて遺伝的固有性の高いグループであること、

イワナについては特に本州の河川において遺伝的に分化を遂げたいくつかの地域集団が存

在すること、などが明らかとされた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We examined the geographic distribution pattern of mitochondrial DNA sequence 

polymorphisms of salmonid fishes, Dolly Varden Salvelinus malma and white-spotted 

charr S. leucomaenis, over most of its range in the North Pacific rim, to assess how its 

spatial population genetic structure has been molded. The haplotypes from Dolly 

Varden were grouped into three main lineages, which correspond to western, central, 

and eastern regions in the North Pacific. Some diagnostic and genetically differentiated 

haplotypes were identified around the southerly populations (Honshu Island) of 

white-spotted charr. 
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１． 研究開始当初の背景 

日本や北アメリカをはじめとする世界各

地の河川では、過去長期間にわたって大規模

なサケ科魚類の種苗放流がおこなわれてき

た。河川や湖沼に放流される孵化場由来の養

殖魚が、時に在来サケ科魚類の遺伝的固有性

を喪失させ、さらに交雑を通して自然集団の

適応度にマイナスの影響を及ぼしている事

例が、主に北アメリカで行われた研究から報

告されている。この移殖がもたらす悪影響は

日本各地の水系についても十分に予想され、

非在来個体の混入が及ぼす遺伝的組成の変

化およびその長期的影響を予見する観点か

らも、自然集団の遺伝的特性を科学的なデー

タに基づき識別し、急ぎ適切な単位（進化的

に重要な単位）を設定する必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究課題は、北太平洋沿岸河川に広く分

布するイワナ属魚類を対象として分布域を

網羅するサンプリングをおこない、複数の遺

伝子マーカーを用いた集団遺伝学的解析を

実施し、それぞれの種について遺伝的集団構

造を明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 研究期間全体を通して、オショロコマおよ

びイワナの分布域を網羅するサンプリング

をおこない、同時に遺伝的解析を進めていく。

遺伝子分析についてはミトコンドリア DNA

の塩基配列分析を中心とした複数の DNA マ

ーカーを調べ、集団ごとに対立遺伝子および

ハプロタイプの出現パターンを整理・記録し

ていくとともに進化的に重要な単位を特定

する。また、系統地理学的アプローチを併用

することにより、イワナ属魚類の種内系統分

化の実態を明らかにし、それぞれの種に含ま

れる遺伝的変異の意味や分布域形成パター

ンおよびプロセスを推定する。 

 

４．研究成果 

オショロコマについては、日本、アメリカ、

ロシアからの 73 集団、1211 個体から合計 68

種類のミトコンドリア DNA ハプロタイプを

見出し、それぞれを DNA データベースとし

て整理・記録した(図 1)。 

 

 
 

これらは塩基配列パターンから北海道・千

島列島・日本海沿岸河川・オホーツク海沿岸

河川に分布するグループ(western lineage)、

千島列島・サハリンからアラスカ南部に至る

北太平洋沿岸に広く分布するグループ

(central lineage)、アラスカ南部からアメリ

カワシントン州まで分布するグループ

(eastern lineage)の大きく 3 つのグループに

区分されることが示された(図 2)。 

 

 

 



 

また、国際 DNA データベースから北極海周

辺に広く分布するホッキョクイワナのハプ

ロタイプ 62 種類を取り出し、オショロコマ

から得られたハプロタイプを併せて系統解

析をおこなった。その結果、オショロコマと

ホッキョクイワナはそれぞれ相互に単系統

を形成せず、北海道や日本海周辺河川など北

太平洋西方地域に分布するオショロコマ

(western lineage)は、その他の地域のオショ

ロ コ マ （ central lineage and eastern 

lineage）やホッキョクイワナと姉妹群を形成

することがわかった。また、塩基置換率に基

づく計算により、北海道・日本海周辺河川に

生息するオショロコマ(western lineage)は、

その他地域のオショロコマ+ホッキョクイワ

ナの系統と約 1,600,000-2,130,000 年前に分

化したと推定された。以上より、北海道や日

本海周辺河川に分布するオショロコマ

(western lineage)は古い系統分化の歴史をも

ち、他のオショロコマ系統と比べて遺伝的固

有性の高いグループであること、本種の遺伝

的集団構造および分布域形成過程において、

過去氷河期に形成されたリフュージアや日

本列島周辺の地勢的要因による生息域の隔

離（分断）が強く影響していることが考えら

れた。また、同属のイワナやホッキョクイワ

ナとの間に交雑（遺伝子浸透）が生じている

集団がいくつか確認された。 

イワナについては、既往文献調査およびサ

ンプリング調査を実施し、これまでに確認さ

れているミトコンドリア DNA タイプを整理

する作業をおこなった。その結果、全国およ

びロシアのイワナ集団から計 72 種類のハプ

ロタイプが見出され、特に本州の河川におい

て遺伝的に分化を遂げたいくつかの地域集

団を特定することができた。 
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